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令和 8 年度 令和 17

１．事業概要

（１）

① 給　水

人※2

人※3

千m3／ha
※4

② 施　設　

％※6

※5　配水池設置数は、調整池、接合井を含む　※6　令和６年度経営比較分析表（別途添付）

③ 料　金

＜料金表＞

団 体 名 ：

事 業 名 ：

有 収 水 量 密 度

　　伯耆町

　　水道事業

計 画 期 間 ：

38

～

管 路 延 長

0.37

供 用 開 始 年 月 日 　昭和40年6月　　　※1

水 源

別添１－２

伯耆町水道事業経営戦略

事業の現況

　

　基本料金（使用水量0～16ｍ3の料金）
　超過料金（使用水量16m3を超える１m3当たりの料金）
　※料金算定期間は２か月ごと

料 金 改 定 年 月 日
（消費税のみの改定は含まない）

施 設 利 用 率 60.8

施 設 数

策 定 年 月 ：

年度

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（複数選択可）

浄水場設置数

配水池設置数※5

21

料 金 体 系 の
概 要 ・ 考 え 方

施 設 能 力 5,040

※1　旧大幡地区簡易水道　※2　令和8年3月認可予定　※3　令和6年度末　※4　令和6年度有収水量実績/給水区域面積

計 画 給 水 人 口 9,409

現 在 給 水 人 口 9,471法適（全部・財務）
・ 非 適 の 区 分 　全部適用

m3／日

平 成 28 年 4 月 1 日

導水管： 32.23
送水管： 37.44
配水管：138.71

千ｍ

表流水 , ダム , 伏流水 , 地下水 , 受水 , その他
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④ 組　織

＜組織体制＞

＜職員数・職種・年齢構成等＞

上水 下水 合計

61歳～ 人 人 人

51～60歳 人 ２人 ２人

41～50歳 人 ２人 ２人

31～40歳 人 人 人

～30歳 １人 人 １人

合計 １人 ４人 ５人

（２）

（３）経営比較分析表等を活用した現状分析

２．将来の事業環境

（１）

*水道事業の広域化とは、水道法（昭和32年法律第177号）第２条の２第２項の市町村の区域を超えた広域的な水道事業者間の連携等に当たるものである。その具体的な方
策としては、経営統合（事業統合及び経営の一体化をいう。）、浄水場等一部の施設の共同設置や事務の広域的処理等がある。

　町独自推計による人口推移を元に予測した。
　行政区域内人口、給水人口ともに減少傾向にある。
　幡郷、大幡地域において中小規模の宅地開発があり、若干の人口増が見込まれるものの、八郷、溝口、二部、日
光地域では人口減少幅が大きく、給水人口も減少傾向となることが予測される。

　損益勘定所属職員：1名

これまでの主な経営健全化の取組

　平成28年4月より、簡易水道事業8、飲料水供給施設1、飲用井戸1を上水道事業に経営統合し、伯耆町水道事業と

して経理及び資産管理を行っている。

　平成30年度より、県内自治体で構成される「上水道事業に係る広域化・共同化検討会」が発足。

　令和5年3月策定の「鳥取県水道広域化推進プラン」に基づき、引き続き広域化・共同化の検討を行っている。

給水人口の予測

　令和6年度決算数値から作成し、令和7年度に公表する「経営比較分析表」を添付。

　詳細は、「経営比較分析表」に記載。

地域整備課 上下水道室 上水道担当

下水道担当

2021 2022 2023 2024 2025 2026 2027 2028 2029 2030 2031 2032 2033 2034 2035

（R3） （R4） （R5） （R6） （R7） （R8） （R9） （R10） （R11） （R12） （R13） （R14） （R15） （R16） （R17）

行政区域内人口（人） 10,553 10,384 10,270 10,090 10,080 9,991 9,902 9,813 9,724 9,634 9,545 9,456 9,367 9,278 9,189

現在給水人口　（人） 9,958 9,746 9,621 9,471 9,475 9,392 9,308 9,224 9,141 9,056 8,972 8,889 8,805 8,721 8,638

給水戸数　　　（戸） 4,321 4,342 4,369 4,382 4,384 4,386 4,388 4,390 4,392 4,394 4,396 4,398 4,400 4,402 4,404

※R7末人口は、R8.1.1現在の数値

項目
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（２）

（３）

（４）

３．経営の基本方針

料金収入の見通し

　料金収入は、水需要予測と連動して減少傾向となる見込みである。
　水道料金については、消費税等に伴う改定を除き、３０年以上にわたり据え置いている。
　今後、大きな収入増が見込めない中、将来にわたり安心安全な飲料水供給ができるよう、本町の適正な料金水準
について検討する時期に来ており、令和６年度以降、伯耆町水道事業審議会において、有収水量や料金収入の今後
の見通しなどについての検討が始められている。

　現状の組織体制を維持する予定である。

水需要の予測

組織の見通し

【上水道の安定供給を第一に】
　人口減少、節水型機器の普及等を背景とした料金収入の減少、施設の老朽化に伴う更新費用の増大など厳しい経
営環境の中、国が示した新・水道ビジョンの理想像である「安心」、「強靭」、「持続」の３つの視点から、将来
にわたり安全で安心できる良質な水を安定して供給していくことができるよう、事業経営を行っていくものとす
る。

　過去の実績により、今後の水需要を予測した。
　人口減少とともに、生活用の水需要は減少していく見込みであるが、営業用の水需要は概ね横ばいで推移してい
く見込みである。

上下水道室職員数 （単位：人）

2025年度 2030年度 2035年度

技術職員 1 1 1

事務職員 4 4 4

合　計 5 5 5

2021 2022 2023 2024 2025 2026 2027 2028 2029 2030 2031 2032 2033 2034 2035

（R3） （R4） （R5） （R6） （R7） （R8） （R9） （R10） （R11） （R12） （R13） （R14） （R15） （R16） （R17）

1人1日平均使用水
量（ℓ/人/日）

229.0 231.0 224.0 229.0 224.0 224.0 224.0 224.0 224.0 224.0 224.0 224.0 224.0 224.0 224.0

1日平均使用水量
（m3/日）

2,287.0 2,261.0 2,161.0 2,174.0 2,131.0 2,112.0 2,087.0 2,074.0 2,055.0 2,036.0 2,012.0 1,999.0 1,980.0 1,961.0 1,937.0

業務・
営業用

1日平均使用水量
（m3/日）

678.0 688.0 668.0 686.0 678.0 678.0 678.0 678.0 678.0 678.0 678.0 678.0 678.0 678.0 678.0

2,965.0 2,949.0 2,829.0 2,860.0 2,809.0 2,790.0 2,765.0 2,752.0 2,733.0 2,714.0 2,690.0 2,677.0 2,658.0 2,639.0 2,615.0

88.9 88.5 84.9 85.8 84.3 83.7 83.0 82.6 82.0 81.4 80.7 80.3 79.8 79.2 78.5

161.8 150.6 144.5 146.1 143.5 142.5 141.2 140.6 139.6 138.6 137.4 136.7 135.8 134.8 133.6

3,215.7 3,188.1 3,058.4 3,091.9 3,036.8 3,016.2 2,989.2 2,975.2 2,954.6 2,934.0 2,908.1 2,894.0 2,873.6 2,853.0 2,827.1

322 327 317 326 320 321 321 322 323 323 324 325 326 327 327

4,571 4,463 4,282 4,329 4,252 4,223 4,185 4,165 4,137 4,108 4,071 4,052 4,023 3,994 3,958

458 457 445 457 448 449 449 451 452 453 453 455 456 457 458

92.2% 92.5% 92.4% 92.4% 92.4% 92.5% 92.4% 92.4% 92.4% 92.5% 92.5% 92.5% 92.4% 92.4% 92.4%

94.9% 95.2% 95.2% 95.2% 95.2% 95.2% 95.2% 95.2% 95.2% 95.2% 95.2% 95.2% 95.2% 95.2% 95.2%

70.3% 71.5% 71.2% 71.3% 71.4% 71.4% 71.4% 71.3% 71.4% 71.3% 71.5% 71.4% 71.4% 71.5% 71.3%

項目

負　荷　率（％）

1日平均給水量（m3/日）

1人1日平均給水量（ℓ/人/日）

1日最大給水量（m3/日）

1人1日最大給水量（ℓ/人/日）

有　収　率（％）

有　効　率（％）

用途別
水量

有効
水量

有収
水量

生活用

計（m3/日）

無収水量（m3/日）

無効水量（m3/日）

2021 2022 2023 2024 2025 2026 2027 2028 2029 2030 2031 2032 2033 2034 2035

（R3） （R4） （R5） （R6） （R7） （R8） （R9） （R10） （R11） （R12） （R13） （R14） （R15） （R16） （R17）

料金収入（千円） 112,824 112,646 108,067 109,665 110,866 110,823 104,762 104,077 103,393 102,700 102,015 101,331 100,646 99,961 99,276

　※R7以前は、新型ｺﾛﾅｳｲﾙｽ、物価高騰等の生活支援対策による基本料金減免相当額に対する一般会計繰入金（税抜相当額）を含む

項目
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４．投資・財政計画（収支計画）

（１）投資・財政計画（収支計画）　：　 別紙のとおり

③　収支計画のうち投資以外の経費についての説明

目 標

　

　施設の長寿命化を図りつつ、計画的な施設整備を実施する。

　老朽化施設更新の際、必要に応じて給水区域、配管網の再編を行い、維持管理費の縮減

を図る。

目 標 　建設改良費に対して、国庫補助金、企業債の発行、出資金等により財源を確保する。

②　収支計画のうち財源についての説明

　計画期間内（2026～2035）に以下の事業を予定している。

　　・水道施設改良事業（老朽管、老朽施設更新）　　　　　　　（2026年度～2035年度）　：344,100千円

　　・丸山第１水源クリプトスポリジウム対策（紫外線処理設備）（2026年度～2027年度）　：138,600千円

　・料金

　　水需要予測を元に見込んでいる。（２．将来の事業環境　（３）料金収入の見通し）

　・国庫補助金

　　投資に必要な財源として、対象となる建設改良費の約1/4の国庫補助受入を予定している。

　・企業債

　　投資に必要な財源として、対象となる建設改良費の約1/2の企業債、過疎債の発行を予定している。

　・出資金

　　投資に必要な財源として、対象となる建設改良費の約1/2の出資（一般会計出資金）を予定している。

　・繰入金

　　原則として、現行の繰出基準を元に算定している。

（２）投資・財政計画（収支計画）の策定に当たっての説明

①　収支計画のうち投資についての説明

　・委託料に関する事項

　　過去3ヵ年の実績、物価高騰及び人件費上昇分を考慮し算定している。

　・修繕費に関する事項

　　過去3ヵ年の実績、物価高騰及び人件費上昇分を考慮し算定している。

　・動力費に関する事項

　　過去3ヵ年の実績及び物価高騰上昇分を考慮し算定している。

　・職員給与費に関する事項

　　現状の職員体制の維持を見込んでおり、人件費については上昇分を考慮し算定している。

　・その他

　　過去3ヵ年の実績及び物価高騰上昇分を考慮し算定している。
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（３）投資・財政計画（収支計画）に未反映の取組や今後検討予定の取組の概要

①　投資の合理化、費用の見直しについての検討状況等

②　財源についての検討状況等

５．経営戦略の事後検証、改定等に関する事項

繰 入 金

　PPP/PFIの活用については、同規模水道事業体における活用実績を参考に、今後
の検討課題とする。
　当面、事業運営については直営を基本とする。

　現状、タイプ２Ｃ～３Ｄに位置する。
　（更新需要　タイプ２～３、財政収支見通し　タイプＣ～Ｄ）
　既存の施設・設備の長寿命化に努め、可能な限り投資の平準化を図り、事業の安
定運営を図る。

　今後の経営状況の動向を把握し、3年から5年に一度、事業計画や数値目標、年度
目標等について見直し（ローリング）を行うものとする。
　ただし、特に重要な案件については、その都度見直しを行うものとする。

施 設 ・ 設 備 の 廃 止 ・ 統 合
（ ダ ウ ン サ イ ジ ン グ ）

　老朽化している清原加圧ポンプ室及び送水管路を廃止し、丸山水系から配管を延
長することにより、管路、電気設備更新費用及び維持管理費用の縮減を図る。
　その他施設については、効率的に稼動されているか調査し、廃止・統合の検討を
行う。

施 設 ・ 設 備 の 合 理 化
（ ス ペ ッ ク ダ ウ ン ）

　既存水源の能力や給水範囲などについて検討した上で、更新設備の合理化を検討
する。

料 金

経 営 戦 略 の 事 後 検 証 、
改 定 等 に 関 す る 事 項

資 産 の 有 効 活 用 等 に よ る
収 入 増 加 の 取 組

そ の 他 の 取 組 　特になし。

　企業債残高については、今後大きく減少していく見込みである。
　近年、貸付利率が上昇しているため、起債発行額の抑制や平準化、償還年限の短
縮など検討を行っている。

　原則として、総務省が定める繰出基準に基づくものとする。
　その他、財政部局と調整のうえ、適宜繰入を行う。

　「鳥取県水道広域化推進プラン（令和５年３月）」に基づき、近隣団体と協議、
意見交換を行い、広域化、共同化による事業効率の向上に向けた検討を引き続き行
う。
　鳥取県公営企業システム共同化協議会が発足、令和７年６月３０日に協定書締
結、県内全団体が参加し、会計システムの共同導入に向け準備を進めている。

広 域 化

　適正な料金水準設定について検討を進めている。

民間の資金・ノウハウ等の活用
（ PPP/PFI 等 の 導 入 等 ）

ア セ ッ ト マ ネ ジ メ ン ト の 充 実
（ 施 設 ・ 設 備 の 長 寿 命 化 等
に よ る 投 資 の 平 準 化 ）

　該当資産等発生した場合は、検討を行う。

そ の 他 の 取 組 　特になし。

企 業 債
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全体総括

28.27

①経常収支比率②累積欠損金比率
　会計処理（長期前受金収益化額）の見直しによ
り、収益が増加し、経常収支比率が100%を上回っ
ている。これにより累積欠損金比率も減少した。
　引き続き、経営改善を図っていく。
③流動比率
　R4年度以降、100%を上回って推移しており、短
期支払能力に問題が生じる見込みはない。
④企業債残高対給水収益比率
　類似団体平均よりも上回って推移しているが、
簡易水道統合の影響が大半を占めているもので、
企業債残高は年々減少しているため、今後、改善
方向に推移していく見込みである。
⑤料金回収率
　100%を下回っており、給水収益以外の他会計補
助金等によって費用が賄われている状況にある。
⑥給水原価
　類似団体と比べると低値で推移している。
⑦施設利用率⑧有収率
　全国平均・類似団体を大きく上回っている。

2. 老朽化の状況について

①有形固定資産減価償却率
②管路経年化率
　全国平均・類似団体を大きく下回っており、老
朽化度合は比較的少ない。

③管路更新率
　近年、更新工事の延長が減少したことにより、
数値も減少傾向にある。
　引き続き、財政状況を勘案し、事業費を平準化
しながら継続的に管路更新を行う予定としてい
る。

2. 老朽化の状況

給水区域面積(km
2
) 給水人口密度(人/km

2
) － 類似団体平均値（平均値）

　H28簡水事業統合により、特に減価償却費が増加
（悪化）し、累積欠損金が増加し続けていたが、
R4年度から改善方向へ転換した。なお、欠損金に
ついては、R8年度末までには解消見込みである。
　健全経営に向けた収入の維持（適正な料金水準
の検討）、歳出抑制を図りながら、計画的な資産
管理を行い、安心安全な飲料水供給に努めたい。

335.02 【】 令和6年度全国平均

分析欄

1. 経営の健全性・効率性 1. 経営の健全性・効率性について

- 63.68 93.87 2,200 9,471

資金不足比率(％) 自己資本構成比率(％) 普及率(％) 1か月20ｍ
3
当たり家庭料金(円) 現在給水人口(人)

10,145 139.44 72.76 ■ 当該団体値（当該値）法適用 水道事業 末端給水事業 A8 非設置

経営比較分析表（令和6年度決算）
鳥取県　伯耆町

業務名 業種名 事業名 類似団体区分 管理者の情報 人口（人） 面積(km
2
) 人口密度(人/km

2
) グラフ凡例

0.00

0.20

0.40

0.60

0.80

1.00

1.20

R02 R03 R04 R05 R06

当該値 1.04 0.39 0.17 0.12 0.04

平均値 0.44 0.36 0.57 0.56 0.54

0.00

20.00

40.00

60.00

80.00

100.00

120.00

140.00

160.00

R02 R03 R04 R05 R06

当該値 86.51 82.28 134.40 135.47 122.17

平均値 109.02 105.77 104.82 106.46 103.41

0.00

10.00

20.00

30.00

40.00

50.00

60.00

R02 R03 R04 R05 R06

当該値 27.55 30.26 32.39 35.08 37.58

平均値 49.39 48.41 50.02 51.38 52.30

0.00

5.00

10.00

15.00

20.00

25.00

R02 R03 R04 R05 R06

当該値 1.06 1.02 0.87 0.74 0.70

平均値 18.57 18.64 19.51 21.60 23.36

①経常収支比率(％)

0.00

50.00

100.00

150.00

200.00

250.00

300.00

350.00

R02 R03 R04 R05 R06

当該値 274.95 324.99 238.69 130.39 40.88

平均値 11.00 28.03 26.73 27.85 28.00

0.00

50.00

100.00

150.00

200.00

250.00

300.00

350.00

400.00

R02 R03 R04 R05 R06

当該値 84.63 83.07 105.27 123.34 141.05

平均値 371.81 305.34 310.01 311.12 293.51

0.00

500.00

1,000.00

1,500.00

2,000.00

2,500.00

R02 R03 R04 R05 R06

当該値 1,506.88 1,518.57 1,773.97 1,929.76 1,207.68

平均値 465.85 561.34 538.33 515.14 498.34

0.00

10.00

20.00

30.00

40.00

50.00

60.00

70.00

80.00

90.00

100.00

R02 R03 R04 R05 R06

当該値 57.21 49.71 46.53 45.00 69.94

平均値 92.39 84.82 82.29 84.16 81.45

0.00

50.00

100.00

150.00

200.00

250.00

300.00

R02 R03 R04 R05 R06

当該値 162.07 186.62 163.71 153.00 150.23

平均値 192.98 224.82 230.85 230.21 240.31

0.00

10.00

20.00

30.00

40.00

50.00

60.00

70.00

R02 R03 R04 R05 R06

当該値 64.51 63.24 62.83 60.22 60.80

平均値 54.43 50.09 50.10 49.76 49.74

0.00

10.00

20.00

30.00

40.00

50.00

60.00

70.00

80.00

90.00

100.00

R02 R03 R04 R05 R06

当該値 92.50 92.50 92.60 92.70 92.80

平均値 79.44 77.60 77.30 76.64 75.37

②累積欠損金比率(％) ③流動比率(％) ④企業債残高対給水収益比率(％)

⑤料金回収率(％) ⑥給水原価(円) ⑦施設利用率(％) ⑧有収率(％)

①有形固定資産減価償却率(％) ②管路経年化率(％) ③管路更新率(％)

【107.26】 【1.61】 【239.69】 【264.86】

【89.21】【60.21】【181.66】【97.59】

【52.41】 【26.78】 【0.59】
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様式第2号（法適用企業・収益的収支） 投資・財政計画
（収支計画）

（水道事業） （単位：千円，％）

年　　　　　　度 前々年度 前年度

区　　　　　　分 （R6決算）
R7決算
見込

１． (A) 111,517 95,237 116,444 110,350 109,665 108,981 108,288 107,603 106,919 106,234 105,549 104,864
(1) 109,665 89,649 110,823 104,762 104,077 103,393 102,700 102,015 101,331 100,646 99,961 99,276
(2) (B) 4,545 4,545 4,545 4,545 4,545 4,545 4,545 4,545 4,545 4,545 4,545
(3) 1,852 1,043 1,076 1,043 1,043 1,043 1,043 1,043 1,043 1,043 1,043 1,043

２． 199,023 226,293 186,463 186,156 188,271 184,215 178,832 171,732 163,710 160,270 155,563 148,060
(1) 98,007 118,101 92,072 92,574 95,111 93,496 88,388 81,949 75,504 72,136 67,760 63,127

98,007 118,101 92,072 92,574 95,111 93,496 88,388 81,949 75,504 72,136 67,760 63,127

(2) 97,398 95,684 94,389 93,580 93,158 90,717 90,442 89,781 88,204 88,132 87,801 84,931
(3) 3,618 12,508 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2

(C) 310,540 321,530 302,907 296,506 297,936 293,196 287,120 279,335 270,629 266,504 261,112 252,924
１． 231,602 249,300 236,906 234,277 234,231 230,575 230,572 228,446 222,740 223,092 222,818 219,464
(1) 4,146 4,544 4,225 4,352 4,483 4,617 4,755 4,898 5,045 5,197 5,353 5,514

2,491 2,862 2,419 2,492 2,567 2,644 2,723 2,805 2,889 2,976 3,065 3,157

1,655 1,682 1,806 1,860 1,916 1,973 2,032 2,093 2,156 2,221 2,288 2,357
(2) 69,381 91,190 81,330 72,254 72,254 72,254 72,254 72,254 72,254 72,254 72,254 72,254

18,547 18,585 20,469 19,200 19,200 19,200 19,200 19,200 19,200 19,200 19,200 19,200
24,660 38,383 28,096 22,000 22,000 22,000 22,000 22,000 22,000 22,000 22,000 22,000

26,174 34,222 32,765 31,054 31,054 31,054 31,054 31,054 31,054 31,054 31,054 31,054
(3) 158,075 153,566 151,351 157,671 157,494 153,704 153,563 151,294 145,441 145,641 145,211 141,696

２． 22,594 27,825 27,005 22,466 21,453 20,443 19,615 18,853 18,117 17,382 16,709 16,136
(1) 15,535 14,932 15,473 14,951 13,890 12,834 11,962 11,159 10,384 9,613 8,906 8,303
(2) 7,059 12,893 11,532 7,515 7,563 7,609 7,653 7,694 7,733 7,769 7,803 7,833

(D) 254,196 277,125 263,911 256,743 255,684 251,018 250,187 247,299 240,857 240,474 239,527 235,600
(E) 56,344 44,405 38,996 39,763 42,252 42,178 36,933 32,036 29,772 26,030 21,585 17,324
(F)
(G)
(H)

56,344 44,405 38,996 39,763 42,252 42,178 36,933 32,036 29,772 26,030 21,585 17,324
(I) △ 48,051 △ 3,646 35,350 75,112 85,131 69,312 62,601 58,702 50,755 43,650 36,482 31,319
(J) 197,634 183,113 166,643 139,700 113,800 96,000 107,400 122,200 131,400 142,000 152,500 164,700

28,936 37,013 48,553 38,167 38,167 38,167 38,167 38,167 38,167 38,167 38,167 38,167
(K) 140,121 140,292 139,164 147,729 138,305 124,086 114,044 113,002 107,965 103,484 96,573 91,157

122,742 122,845 121,736 130,195 120,771 106,552 96,510 95,468 90,431 85,950 79,039 73,623

17,034 17,034 17,034 17,034 17,034 17,034 17,034 17,034 17,034 17,034 17,034 17,034
( I )

(A)-(B)

(L) - - - - - - - - - - - -

(M) 111,517 90,692 111,899 105,805 105,120 104,436 103,743 103,058 102,374 101,689 101,004 100,319

- - - - - - - - - - - -

(N) - - - - - - - - - - - -

(O) - - - - - - - - - - - -

(P) - - - - - - - - - - - -

- - - - - - - - - - - -

営 業 外 収 益

料 金 収 入
受 託 工 事 収 益
そ の 他

本年度
R8

営 業 収 益

R9 R14 R15 R16 R17R10 R11 R12 R13

補 助 金
他 会 計 補 助 金
そ の 他 補 助 金

長 期 前 受 金 戻 入

そ の 他

収 入 計
そ の 他

そ の 他
減 価 償 却 費

営 業 外 費 用

収

益

的

支

出

営 業 費 用
職 員 給 与 費

基 本 給
退 職 給 付 費
そ の 他

経 費
動 力 費
修 繕 費

支 払 利 息

流 動 負 債

支 出 計
経 常 損 益 (C)-(D)

特 別 利 益
特 別 損 失
特 別 損 益 (F)-(G)

収

益

的

収

支

当 年 度 純 利 益 （ 又 は 純 損 失 ） (E)+(H)
繰 越 利 益 剰 余 金 又 は 累 積 欠 損 金
流 動 資 産

う ち 未 収 金

収

益

的

収

入

材 料 費

う ち 建 設 改 良 費 分
う ち 一 時 借 入 金
う ち 未 払 金

累 積 欠 損 金 比 率 （ ×100 ） -△ 43.1 △ 4.0 - - - - - - - - -

健 全 化 法 施 行 規 則 第 ６ 条 に 規 定 す る
解 消 可 能 資 金 不 足 額

健 全 化 法 施 行 令 第 17 条 に よ り 算 定 し た
事 業 の 規 模

健全化法第22条により算定した
資 金 不 足 比 率

(（N）/（P）×100)

地方財政法施行令第15条第１項により算定した
資 金 の 不 足 額

営 業 収 益 － 受 託 工 事 収 益 (A)-(B)
地 方 財 政 法 に よ る
資 金 不 足 の 比 率

(（L）/（M）×100)

健 全 化 法 施 行 令 第 16 条 に よ り 算 定 し た
資 金 の 不 足 額

－ 7 －



様式第2号（法適用企業・資本的収支） 投資・財政計画
（収支計画）

（水道事業） （単位：千円）
年　　　　　度 前々年度 前年度

区　　　　　分 （R6決算）
R7決算
見込

１． 75,200 66,000 104,800 28,100 30,000 30,000 30,000 30,000 30,000 30,000 30,000 30,000

２． 16,335 33,000 36,300

３． 4,800

４．

５．

６． 16,500 18,150

７．

８．

９．

(A) 75,200 82,335 159,100 82,550 30,000 30,000 30,000 30,000 30,000 30,000 30,000 30,000

(B)

(C) 75,200 82,335 159,100 82,550 30,000 30,000 30,000 30,000 30,000 30,000 30,000 30,000

１． 57,743 75,362 160,313 82,813 30,213 30,213 30,213 30,213 30,213 30,213 30,213 30,213

２． 126,734 122,743 125,436 128,496 130,195 120,771 106,552 96,510 95,468 90,431 85,950 79,039

３．

４．

５．

(D) 184,477 198,105 285,749 211,309 160,408 150,984 136,765 126,723 125,681 120,644 116,163 109,252

(E) 109,277 115,770 126,649 128,759 130,408 120,984 106,765 96,723 95,681 90,644 86,163 79,252

１． 104,028 115,770 126,649 128,759 98,175 62,987 63,121 60,788 57,962 57,509 57,410 56,765

２． 32,233 57,997 43,644 35,935 37,719 33,135 28,753 22,487

３．

４． 5,249

(F) 109,277 115,770 126,649 128,759 130,408 120,984 106,765 96,723 95,681 90,644 86,163 79,252

(G)

(H) 1,324,406 1,267,663 1,247,027 1,146,631 1,046,436 955,665 879,113 812,603 747,135 686,704 630,754 581,715

○他会計繰入金 （単位：千円）
年　　　　　度 前々年度 前年度

区　　　　　分 （R6決算）
R7決算
見込

※資本費繰入収益除く 50,404 76,518 49,340 48,952 48,787 47,001 46,499 46,014 42,914 42,992 41,884 41,585

11,845 11,900 11,921 12,000 12,300 12,100 11,600 11,300 11,300 11,200 11,000 11,000

38,559 64,618 37,419 36,952 36,487 34,901 34,899 34,714 31,614 31,792 30,884 30,585

※資本費繰入収益含む 47,603 41,583 47,532 43,622 46,324 46,495 41,889 35,935 32,590 29,144 25,876 21,542

36,751 32,238 33,380 33,000 36,000 36,000 32,000 26,000 24,000 22,000 19,000 15,000

10,852 9,345 14,152 10,622 10,324 10,495 9,889 9,935 8,590 7,144 6,876 6,542

98,007 118,101 96,872 92,574 95,111 93,496 88,388 81,949 75,504 72,136 67,760 63,127

R17

企 業 債

う ち 資 本 費 平 準 化 債

他 会 計 出 資 金

他 会 計 補 助 金

本年度
R8

R9 R10 R11 R12 R13

計

そ の 他

R14 R15 R16

他 会 計 負 担 金

(A)のうち翌年度へ繰り越さ
れる支出の財源充当額

純 計 (A)-(B)

資

本

的

支

出

建 設 改 良 費

う ち 職 員 給 与 費

企 業 債 償 還 金

他 会 計 長 期 借 入 返 還 金

他 会 計 へ の 支 出 金

資

本

的

収

入

そ の 他

計

他 会 計 借 入 金

国 （ 都 道 府 県 ） 補 助 金

固 定 資 産 売 却 代 金

工 事 負 担 金

う ち 基 準 内 繰 入 金

う ち 基 準 外 繰 入 金

合 計

R16

資

本

的

収

支

補 塡 財 源 不 足 額 (E)-(F)

他 会 計 借 入 金 残 高

企 業 債 残 高

資本的収入額が資本的支出額に
不足する額     　　    (D)-(C)

補

塡

財

源

損 益 勘 定 留 保 資 金

利 益 剰 余 金 処 分 額

繰 越 工 事 資 金

そ の 他

計

R17

収 益 的 収 支 分

う ち 基 準 内 繰 入 金

う ち 基 準 外 繰 入 金

資 本 的 収 支 分

R10 R11 R12 R13 R14 R15R9
本年度

R8
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